
日 時

会 場

平成26年10月25日
10：20～14：30（9：50開場）
ながさき看護センター

（長崎県諫早市永昌町23番6号）

◆午前の部　10：20～12：00
　基調講演

　演　　題「ひきこもりの若者と居場所」
　講　　師　佐藤　洋作氏（ＮＰＯ法人  文化学習協同ネットワーク  代表理事）
　講師プロフィール

地域で考えよう
ひきこもりの若者のこと
若者の居場所のこと平成２６年度

長崎県ひきこもりシンポジウム
土 ひきこもりの若者がさまざまな場面

で居場所を見つけることをとおし、
多様なかたちの社会参加ができると
いうことについて、理解を深めるシ
ンポジウムです。

1947年生まれ。ＮＰＯ法人文化学習協同ネットワーク（東京三鷹市）代表理事。
学生時代から東京都の三多摩を中心に父母運営の学習教室づくりに参加し、90年代に
入って不登校の子どものためのフリースペース開設。
2000年代の半ばから若者サポートステーションの運営など国の若者自立支援事業に参
加し、ひきこもり支援や生活困窮家庭の子どもの学習支援などを展開。
■著書　『君は君のままでいい～１０代との対話と共同』ふきのとう書房
　　　　『中学生をわかりたい』大月書店、編著
　　　　『ニート・フリーターと学力』明石書店、編著
　　　　『居場所づくりの原動力』松籟社、共著
　　　　『教育と福祉の出会うところ』山吹書店、編著など

◆午後の部　13：00～14：30
シンポジウム「それぞれの居場所を考える
　　　　　～フリースペースから就労支援まで、さまざまな社会参加～」
シンポジスト　宮本　鷹明氏（ＮＰＯ法人  心澄  代表理事）
　　　　　　　中村　　尊氏（ＮＰＯ法人  クレインハーバー  代表）
　　　　　　　川島　裕子氏（ＮＰＯ法人  せかい卵  理事長）

指 定 討 論 者　佐藤　洋作氏（ＮＰＯ法人  文化学習協同ネットワーク  代表理事）
　　　　　　　古豊　慶彦氏（不登校・ひきこもり情報誌「今日も私は生きてます。」編集代表）

主　　催　長崎県ひきこもり地域支援センター
問合せ先　長崎県長崎こども・女性・障害者支援センター（長崎市橋口町10－22）
　　　　　Tel 095-846-5115  Fax 095-844-1849

平成２６年度
長崎県ひきこもりシンポジウム

入場
無料



◎シンポジスト ◎会場案内図（ながさき看護センター）
宮本　鷹明氏（ＮＰＯ法人  心澄  代表理事）

中村　尊氏（ＮＰＯ法人  クレインハーバー  代表）

川島　裕子氏（ＮＰＯ法人  せかい卵  理事長）

◎指定討論者
佐藤　洋作氏（ＮＰＯ法人  文化学習協同ネットワーク  代表）

古豊　慶彦氏（情報誌「今日も私は生きてます。」編集代表）

◎ひきこもりに関する相談窓口

【長崎県ひきこもり地域支援センター】

【長崎県内の公的な相談機関】

　自室や自宅以外に居心地のよい場所を見つけることが難しいひきこもりの若者にとって、居場所は大きな意
味を持ちます。フリースペースのように「居場所」を目的とした場に自らの居場所をみつける場合もあれば、
ボランティア活動や農業体験などの活動の中に、自らの居場所を見つける場合もあります。
　このシンポジウムでは、若者支援のスペシャリストである佐藤洋作氏の基調講演ののち、さまざまな活動を
展開する長崎のＮＰＯの代表の方々にシンポジストとして登壇・活動の報告をいただきます。
　ひきこもりの若者にとっての居場所を考えるきっかけとして、お気軽にご参加下さい。

大学途中から調子を崩し大学は卒業する
が２年程度、ひきこもりやニート、仕事を短
期で辞めるなどを繰り返していた。2008年
より精神障碍者を中心とした施設に勤務。
それから、若年者支援やホームレス支援など
に携わり、通信の専門学校で福祉を学ぶ。
2011年より若年者支援を活動の中心とし、
不登校やひきこもっている方を主に支援を
行っている。

1967年長崎市生まれ。
先生になるために大学に進学するも一般企業
に就職。13年間勤務した後、クレイン・ハー
バーを設立し、子ども若者支援活動に取り組
み始める。現在、ＮＰＯ法人フリースクールクレ
イン・ハーバー理事長、ＮＰＯ法人チャイルドラ
インながさき共同代表、ＮＰＯ法人フリースクー
ル全国ネットワーク理事、長崎市市民力推進
委員会委員、長崎市子どもを守る連絡協議会
委員に就いている。フリースクールでは日々、子
どもたちと笑顔で活動している。１児の父。

1971年東京生まれ。
2011年の東日本大震災をきっかけに、夫と当
時生後９ヶ月の一人娘と共に上五島へ移住。
現在は、長崎県スクールカウンセラーとして
新上五島町立北魚目中学校に勤務する傍ら、
ＮＰＯ法人せかい卵およびＮＰＯ法人ワール
ドエッグの理事長として、上五島と東京を拠
点に活動。支援する側とされる側ではない関
係作りを大切にしつつ、不登校・発達障害・引
きこもりの当事者および家族支援にあたって
いる。

1987年長崎生まれ。
右投げ右打ち。不登校経験者。
不登校、ひきこもりの経験者９人と共に、今年
５月に『不登校・ひきこもり情報誌「今日も私
は生きてます。」創刊号』発刊。
現在は１人仲間も加わり、10 人で次号を制作中。
不登校の子どものための居場所、「フリース
ペース長崎」スタッフ。

ＪＲ諌早駅より徒歩８分
※駐車場は約270台分ありますが、ほかの催事など
　の都合により不足する場合があります

長崎こども・女性・障害者支援センター 095-846-5115

西彼保健所 095-856-5159

県央保健所 0957-26-3306

県南保健所 0957-62-3289

県北保健所 0950-57-3933

五島保健所 0959-72-3125

上五島保健所 0959-42-1121

壱岐保健所 0920-47-0260

対馬保健所 0920-52-0166

長崎市保健所 095-829-1153

佐世保市保健所
（障がい福祉課） 0956-24-1111


